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１．研究の背景と目的 

 東京港の大井コンテナ埠頭では，ゲート前における

海上コンテナ車両の混雑が慢性化している。７つのバ

ースのうち，第２号，第４号，第５号バースにおける

ゲート前の混雑が著しい１）。また，その混雑には変動が

あり，30 分待ちの時もあれば４時間待ちの時もある。

待ち時間の変動により，海上コンテナ車両は希望到着

時刻にコンテナターミナル（以下，CT）に到着できな

いことがある。CT のゲート前の混雑による待ち時間に

起因する陸上輸送費用の増大は，貨物自動車運送事業

者（以下，陸送業者）の負担だけではなく，港湾その

ものの競争力低下に関わる問題である。  

本研究では，混雑の著しい大井コンテナ埠頭第２号，

第４号，第５号バース（以下，混雑バース）および混

雑が少ない第７号バース（以下，非混雑バース）のゲ

ート前における待ち時間のデータ１)を用いて待ち時間

の分布形を推定し，CT ゲート前の待ち時間による費用

を推定することを目的とする。また，待ち時間の平均

値の短縮や，ばらつき（標準偏差）を小さくした場合，

陸上輸送費用がどの程度削減可能であるか推定する。

以上の推定により，CT 前の混雑により陸送業者がどの

程度陸上輸送費用を負担しているかを具体的に示すこ

とができ，国や埠頭関係者等による対策の必要性を提

言することが可能となる。待ち時間の減少により，現

状の労働環境改善，輸送効率向上，排出ガスの減少に

よる環境負荷軽減などの効果も期待される。 

２．大井コンテナ埠頭について 

 東京港は，わが国最大の外貿コンテナ取扱個数を誇

る国際貿易港であり，国際基幹航路の本船が寄港する

主要な港湾である。その中でも，大井コンテナ埠頭は

全長 2,354m，連続７バースの大水深岸壁を有するなど，

世界有数の規模を有し，東京港のコンテナ埠頭の中核

を担っている２)。 

３．研究方法 

（１）データの概要 

 本研究で使用する待ち時間のデータは，一般社団法

人東京都トラック協会の海上コンテナ部会が行った，

東京港各 CT における海上コンテナ車両の待機時間調

査の結果を用いた。そのデータの概要を表－１に示す。 

表－１ データの概要 

 

（２）対象とする海上コンテナの陸上輸送経路 

 既存の調査３)では，東京港背後地の海上コンテナ車両

の行き先としては埼玉県や関東地方北部が多い結果で

あった。そこで本研究では，埼玉県本庄市内の陸送業

者の倉庫から大井コンテナ埠頭間の区間を対象として

陸上輸送費用を推定する。海上コンテナの陸上輸送の

経路，貨物が入った実入りコンテナおよび貨物の入っ

ていない空コンテナの輸送パターンは，平成 25 年 12

月 11 日に実施した埼玉県内の陸送業者３社を対象とし

たヒアリング調査により明らかにした。 

（３）陸上輸送費用を推定するモデル 

 大井コンテナ埠頭ゲート前の待ち時間による陸上輸

送費用 tfcqC , を，式(1)のように定式化し算出する。 

 
max

0
)()}()({ dttftftvC tfccq,tfc                 (1) 

tfcqC ,  ：ゲートに並び始めてからゲート通過までの待ち

時間による陸上輸送費用 (円/TEU) 

)(tv   ：時間消費費用関数 

)(tfc  ：トラックのアイドリング時の燃料費(円/h) 

)(tftfc  ：ゲートにおける待ち時間の分布関数 

 また，時間消費費用関数である v(t)は式(2)のように定

式化される。 

tptv )(                    (2) 

p     ：時間価値(円/h-TEU) 

t   ：待ち時間(h) 

図－１に式(1)の考え方を示す。陸上輸送費用 tfcqC , は，

費用関数 )(tv ， )(tfc を待ち時間分布の確率密度関数で

重み付けをすることにより算出する。 

項目

・平成24年11月24日(土)～平成24年12月７日(金)

・平成25年５月25日(土)～平成25年６月７日(金)

データ内容

サンプル数

期間

内容

コンテナターミナル別平均待機時間

2,861
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図－１ 費用関数および待ち時間分布関数 

（４）一般化費用の算出 

 陸送業者の倉庫から大井コンテナ埠頭までの一般化

費用を式(3)のように定式化する。 

CTh CCCGC q,tfc                 (3) 

GC ：一般化費用(円/TEU) 

Ch  ：陸送業者の倉庫から大井コンテナ埠頭ゲートま

でのコンテナ陸上輸送費用(円/TEU) 

CCT   ：CT 内における待ち時間費用(円/TEU) 

４．結果 

 ゲート前の待ち時間による陸上輸送費用 tfcqC , およ

び一般化費用 GC の算出結果を，表－２に示す。 

表－２ 一般化費用の推定結果 

 

 また，待ち時間分布の標準偏差を小さくした場合の

陸上輸送費用 tfcqC , の変化を図－２に示す。 

 

図－２ 輸出時の陸上輸送費用 tfcqC , の推移 

５．まとめ・考察 

 表－２の陸上輸送費用 tfcqC , は例として，海上コンテ

ナ輸送時に混雑バースを２回利用する場合の費用を示

した。それが一般化費用 GC に占める割合は，輸出の場

合約 5.0%，輸入の場合約 4.2%であるが，陸送業者は年

間で輸出の場合約 249(万円/TEU-年)，輸入の場合約

204(万円/TEU-年)の陸上輸送費用を被っている。待ち時

間費用 CCTと比較し，陸上輸送費用 tfcqC , が大きい要因

として，ゲート前の待ち時間変動が大きいことが考え

られる。また，図－２より，待ち時間分布の標準偏差

を小さくすると，陸上輸送費用が減少する。特に，実

入りコンテナを混雑バースに搬入する場合の陸上輸送

費用の減少率が最も大きく，現状の 4,218(円/TEU)から

427(円/TEU)まで減少し，3,791(円/TEU)削減することが

可能である。したがって，国や埠頭関係者がゲート前

の混雑を減少させる対策を講じることにより，陸送業

者の陸上輸送費用が年間約 138(万円/TEU)減少し，現状

の労働環境や経営の改善等につながると考えられる。 

６．研究の成果と今後の課題 

 本研究では，東京港大井コンテナ埠頭のゲート前に

おける待ち時間による陸上輸送費用を推定することが

できた。また，待ち時間分布の標準偏差と平均を小さ

くした場合，現状の陸上輸送費用を最大で約 90%削減

可能であることが明らかとなった。今後は，東京港の

青海コンテナ埠頭，横浜港のゲート前の待ち時間変動

による陸上輸送費用を算出し，定量的な評価と考察を

する必要がある。  
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項目 記号 定義 数値 単位

C h
陸送会社の倉庫から大井コンテナ埠頭

までの陸上輸送費用（往復）
125,830 円/TEU

C q,tfc ゲート前の待ち時間による陸上輸送費用 6,825 円/TEU

C CT CT内の待ち時間による陸上輸送費用 2,841 円/TEU

GC 輸出における一般化費用 135,496 円/TEU

C h
陸送会社の倉庫から大井コンテナ埠頭

までの陸上輸送費用（往復）
125,830 円/TEU

C q,tfc ゲート前の待ち時間による陸上輸送費用 5,600 円/TEU

C CT CT内の待ち時間による陸上輸送費用 2,841 円/TEU

GC 輸出における一般化費用 134,271 円/TEU
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ゲート前の待ち時間分布の標準偏差

①実入り搬入(混雑バース)

②実入り搬入(非混雑バース)

③シャーシのみ(混雑バース)

④シャーシのみ(非混雑バース)


